
水資源機構特集～利水事業編～
（９） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　３月２１日　（木曜日）

　福岡導水思案橋水管橋
　筑後川の水を福岡県大野城市の牛
頸浄水場まで送る福岡導水の一部で
ある水管橋。福岡県久留米市で筑後
川水系１級河川の新宝満川をまた
ぐ。大規模地震の発生に備えた耐震
補強工事が年度までの予定で進
んでいる。

全
国
の
水
需
要
に
対
応

安全で良質な水を
安定して安くお届け

　利根大堰
　利根川河口から㎞地点に位
置する。農業用水、都市用水、浄
化用水として最大で毎秒㎥を
取水し、見沼代、埼玉、武蔵、邑
楽、行田の各水路および利根加揚
水機場に送る。年度から大規
模地震に備える耐震補強工事が行
われた。

　
水
源
の
開
発
か
ら
水
路
ネ

ト
ワ

ク
の
整
備
を
一
貫

し
て
行
う
水
資
源
機
構

前
身
の
水
資
源
開
発
公
団
発
足

以
来


年
以
上
に
わ
た

て
旺
盛
な
水
需
要
に
対
応
す

る
な
ど

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た

さ
ま
ざ
ま

な
生
産
活
動
の
基
盤
と
な
る
農
業
用
水
や
都
市
用
水
と
い


た
利
水
面
で
大
き
く
貢
献
し
て
お
り

継
続
的
な
利
水

環
境
の
維
持
と
い
う
重
要
な
使
命
を
担
う

利
水
施
設
の

整
備
や
管
理
の
方
向
性
な
ど
を
中
心
に
﹁
水
資
源
機
構
特

集

利
水
事
業
編
﹂
と
し
て
ま
と
め
た

冨
田
晋
司
副
理

事
長
の
イ
ン
タ
ビ


や

導
水
・
用
水
事
業
な
ど
を
紹

介
す
る
　

︵
イ
ン
タ
ビ


以
外
の
写
真
は
水
資
源
機
構
な
ど
提
供
︶



水資源機構特集～利水事業編～

現
在
実
施
中
の
事
業

水資源機構　副理事長
　冨田　晋司氏

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　３月２１日　（木曜日）

Ｄ
Ｘ
活
用
し
能
力
向
上
へ

洪水調節にも貢献

利根導水路大規模地震対策
成田用水施設改築
思川開発
木曽川用水濃尾第二施設改築
木曽川水系連絡導水路
豊川用水二期
早明浦ダム再生
香川用水施設緊急対策
旧吉野川河口堰等大規模地震対策
吉野川下流域用水
寺内ダム再生
筑後川下流用水総合対策
福岡導水施設地震対策
筑後川水系ダム群連携

水源・水路を一元的管理

牧尾ダム

　


水
資
源
機
構
の
役
割
を
ご
紹
介

下
さ
い


　
﹁
水
資
源
機
構
は

２
０
２
２
年
５
月
１
日

に
前
身
の
水
資
源
開
発
公
団
設
立
か
ら

年
の

節
目
を
迎
え
る
と
と
も
に


年

月
１
日
に

独
立
行
政
法
人
改
組
か
ら

年
と
な
り
ま
し

た

こ
の
間

全
国
七
つ
の
水
系
で
開
発
・
施

設
建
設
・
管
理
を
通
じ
て

わ
が
国
の
国
民
生

活
の
向
上
と
農
業
・
工
業
な
ど
各
種
産
業
の
発

展
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た

わ
が
国
人
口
半
数

以
上
の
方
々
の
生
活
に
関
わ

た
こ
と
に
な
り

ま
す

特
に
大
都
市
で
増
加
す
る
水
需
要
に
対

応
し
て
き
ま
し
た

利
水
だ
け
で
な
く

治
水

面
に
お
い
て
も
洪
水
調
節
を
通
じ
て

安
全
で

豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た


水
資
源
機
構
は
経
営
理
念
に
﹃
安
全
で
良
質
な

水
を
安
定
し
て
安
く
お
届
け
す
る
﹄
を
掲
げ


水
源
か
ら
水
路
ネ

ト
ワ

ク
ま
で
を
一
体
的

・
広
域
的
に
管
理
し
て
い
ま
す
﹂

　﹁
こ
れ
ま
で
に
ダ
ム
・
せ
き
な
ど
は

カ
所


水
路
は
総
延
長
約
３
０
０
０

の
合
計

事
業

を
実
施
し
ま
し
た

現
在

利
根
導
水
路
大
規

模
地
震
対
策
を
は
じ
め

事
業
を
実
施
中
で
す

‖
表

供
給
先
は
農
業
用
水
が
約

万
８
０
０

０


水
道
用
水
が
約
４
２
０
０
万
人
分
に
な

り
ま
す

工
業
用
水
は
約

兆
円
の
工
業
製
品

出
荷
額
に
貢
献
し
て
い
ま
す

地
域
の
産
業
発

展
な
ど
に
役
立
て
ら
れ

農
業
用
水
の
合
理
化

に
よ
る
都
市
用
水
の
創
出
や

地
盤
沈
下
の
抑

制

利
水
ダ
ム
の
事
前
放
流
に
よ
る
洪
水
調
節

機
能
の
強
化

地
域
振
興
と
い

た
効
果
が
で

て
い
ま
す


年
７
月
豪
雨
の
際

牧
尾
ダ
ム

︵
長
野
県
︶
で
は
事
前
放
流
に
よ

て
約
１
５

０
０
万
立
方

の
洪
水
調
節
が
可
能
と
な
る
容

量
を
確
保
し

下
流
の
洪
水
被
害
の
未
然
防
止

・
軽
減
に
寄
与
し
て
い
ま
す

水
資
源
機
構
の

経
営
理
念
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︵
持
続
可
能
な
開
発

目
標
︶
の
理
念
や
方
向
性
と
共
通
し
て
お
り


治
水
・
利
水
な
ど
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
え
ま
す



年

月
に
国
内
初
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
　
債
︵
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ

ボ
ン
ド
︶
と
し
て
発
行
し
た
水

資
源
債
券
は

信
用
格
付
が
Ａ
Ａ
＋
を
維
持
す

る
と
と
も
に

環
境
・
社
会
・
企
業
統
治
︵
Ｅ

Ｓ
Ｇ
︶
投
資
に
関
心
の
あ
る
投
資
家
か
ら
の
需

要
増
で

安
定
的
な
資
金
調
達
源
の
一
つ
に
な


て
い
ま
す
﹂

　


水
路
施
設
で
は
ど
の
よ
う
な
業

務
を
展
開
し
て
い
ま
す
か


　
﹁
前
身
の
公
団
発
足
以
降

愛
知
用
水
・
豊

川
用
水
な
ど
７
水
系

施
設
を
整
備
し

水
の

安
定
供
給
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た

１
９
８
０

年
代
か
ら
は

新
た
な
水
需
要
や
水
利
用
の
高

度
化
・
合
理
化
な
ど
に
対
応
す
る
二
期
事
業


施
設
の
大
規
模
地
震
対
策

老
朽
化
な
ど
に
対

応
す
る
緊
急
改
築
事
業
な
ど
も
進
め
て
い
ま

す

機
構
に
は
建
設
か
ら
管
理
ま
で
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
あ
り

老
朽
化
対
策
や
耐
震
対
策
な
ど
に

フ


ド
バ

ク
し
て
付
加
価
値
の
高
い
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
﹂

　
﹁
長
大
な
水
路
施
設
を
管
理
し
て
い
る
こ
と

か
ら

管
理
の
効
率
化
や
高
度
化
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す

愛
知
用
水
で
は

背
割
り
を
入

れ
て
２
連
水
路
と
し

通
水
を
確
保
し
な
が
ら

片
側
ず
つ
保
守
・
点
検
で
き
る
よ
う
に
改
築
し

ま
し
た

水
路
管
理
の
効
率
化
の
観
点
で
は


日
常
巡
視
や
漏
水
事
故
な
ど
の
臨
時
点
検
の
際

に
迅
速
な
状
況
確
認
と
情
報
伝
達
が
行
え
る
よ

う
﹃
水
路
等
施
設
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
﹄
を
導

入
し
ま
し
た
ダ
ム
や
水
路
な
ど
の
点
検
で
は


Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ

ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
Ｄ
Ｘ
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す

Ｕ
Ａ

Ｖ
︵
無
人
航
空
機
︶
を
活
用
し
た
巡
視
点
検


ポ
ン
プ
設
備
の
状
態
監
視
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
導

入
し
ま
し
た

万
が
一
に
備
え

備
蓄
資
機
材

を
全
国
に
分
散
配
置
し
て
い
ま
す

関
係
機
関

と
の
備
蓄
資
機
材
の
融
通
の
ほ
か

排
水
ポ
ン

プ
車
と
可
搬
式
浄
水
装
置
の
派
遣
を
通
じ
て
被

害
の
軽
減
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た


年
５
月

の
明
治
用
水
頭
首
工
の
漏
水
事
故
で
は
農
水
省

東
海
農
政
局
か
ら
の
支
援
要
請
を
受
け

中
部

支
社
管
内
の
排
水
ポ
ン
プ
車
と
と
も
に

緊
急

災
害
支
援
隊
と
し
て
８
人
の
職
員
を
現
地
に
派

遣
す
る
な
ど

１
３
７
日
間
に
わ
た

て
支
援

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
﹂

　


利
水
関
係
者
と
の
連
携
は
重
要

な
要
素
と
な

て
い
ま
す


　
﹁
水
資
源
機
構
は
広
域
的
な
水
供
給
の
担
い

手
で
す

平
常
時
か
ら
河
川
管
理
者
や
利
水
者

な
ど
と
の
間
で
水
質
調
査
結
果
等
の
情
報
を
共

有
す
る
と
と
も
に

定
期
的
に
連
絡
会
議
等
を

開
催
し

機
構
施
設
に
お
け
る
水
質
改
善
の
取

り
組
み
や
水
質
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行

て

い
ま
す

ま
た

ウ

ブ
サ
イ
ト
で
水
質
管
理

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す


年
２
月
か
ら
の

吉
野
川
水
系
で
の
渇
水
は

取
水
制
限
期
間
が

過
去
最
長
と
な
る
２
１
５
日
間
に
及
び
ま
し
た

が

香
川
用
水
で
は
利
水
者
と
一
体
と
な

て

節
水
に
取
り
組
む
と
と
も
に

香
川
用
水
調
整

池
︵
宝
山
湖

香
川
県
︶
か
ら
約

万
立
方


分
の
取
水
量
減
量
分
の
一
部
を
補
給
し

渇
水

時
に
お
け
る
水
質
の
維
持
に
貢
献
し
ま
し
た


時
代
の
流
れ
の
中
で

需
要
も
変
化
し
て
い
ま

す

今
後

危
機
的
な
渇
水
に
備
え

関
係
者

が
協
働
し
て
渇
水
対
応
の
手
順
を
明
ら
か
に
す

る
﹃
渇
水
対
応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
﹄
の
策
定
に
積

極
的
に
参
画
す
る
な
ど

地
域
と
一
体
と
な


て
関
係
者
相
互
の
連
携
強
化
や
渇
水
対
応
力
の

向
上
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
﹂

　


水
路
事
業
を
展
開
す
る
上
で
の

主
な
課
題
と

そ
の
対
応
策
を
ど
う
考

え
て
い
ま
す
か


　
﹁
水
路
等
施
設
の
管
理
は

日
常
点
検
の
ほ

か

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
実
施
す
る
異
常
時

の
点
検

施
設
の
劣
化
状
況
を
把
握
す
る
劣
化

診
断
な
ど

状
態
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
機
会
が
数
多
く
あ
り

ス
ト

ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
通
じ
て
施
設
の
状
態
を
把
握
し
て
い
ま

す

ま
た

今
後
の
施
設
の
整
備
計
画
を
策
定

し
た
上
で

利
水
者
な
ど
の
関
係
機
関
と
情
報

共
有
を
行
い

最
適
な
対
策
方
法
を
検
討
す
る

こ
と
で

コ
ス
ト
を
抑
え
た
施
設
の
長
寿
命
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

今
後
は

Ｄ
Ｘ
を

活
用
す
る
な
ど
し
て

日
常
管
理
か
ら
の
シ


ム
レ
ス
な
機
能
診
断

予
防
保
全

ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減

施
設
の
長
寿
命
化
を

図
る
と
と
も
に

災
害
発
生
時
の
危
機
管
理
能

力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す

気
候
変
動
へ
の
対

応
も
重
要
で
す

近
年

渇
水
や
洪
水
が
頻
発

す
る
よ
う
に
な
り

洪
水
時
に
は
利
水
ダ
ム

︵

カ
所
︶で
洪
水
調
節
可
能
容
量
を
確
保
し


治
水
安
全
度
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す

渇

水
時
に
は

節
水
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に


利
水
者
の
了
解
の
も
と
で
容
量
振
替
や
水
融
通

を
行

て
い
ま
す
﹂

　
﹁
エ
ン
ド
ユ

ザ

あ

て
の
利
水
事
業
だ

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん

私
た

ち
は
水
を
使

て
い
た
だ
く
施
設
の
整
備
や
管

理
を
担

て
い
る
の
で
す
か
ら

ユ

ザ

の

意
見
や
状
況
を
常
に
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す

自
分
た
ち
の
業
務
の
意
義
や
必
要
性
の
理

解
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す

水
資
源
開
発

の
歴
史
は
古
く

先
人
た
ち
の
積
み
重
ね
が
今

日
に
つ
な
が

て
い
ま
す

こ
れ
を
将
来
に
ど

の
よ
う
に
適
合
さ
せ
て
い
く
の
か

現
在
の
私

た
ち
は
歴
史
の
１
ペ

ジ
の
中
に
い
る
と
い
う

こ
と
を
し

か
り
認
識
し
て

日
ご
ろ
の
業
務

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
﹂

　


水
資
源
機
構
の
今
後
を
展
望
し

て
く
だ
さ
い


　
﹁
水
資
源
機
構
は

水
源
か
ら
水
路
ネ

ト

ワ

ク
ま
で
の
水
資
源
分
野
に
お
け
る
イ
ン
フ

ラ
シ
ス
テ
ム
を
一
体
的
か
つ
広
域
的
に
建
設
・

管
理
し
て
き
た
わ
が
国
唯
一
の
組
織
で
す

利

水
と
治
水
を
中
立
的
な
立
場
で
一
元
的
に
管
理

す
る
能
力
や

こ
れ
ま
で
培

て
き
た
技
術
力

を
持
つ
﹃
水
の
プ
ロ
集
団
﹄
で
す

近
年
の
気

候
変
動
な
ど
の
影
響
で
渇
水
や
洪
水
が
極
端
に

発
生
す
る
な
ど

新
た
な
リ
ス
ク
や
課
題
が
顕

在
化
し
て
い
る
中
に
お
い
て
も

水
資
源
開
発

水
系
に
お
け
る
﹃
安
全
で
良
質
な
水
の
安
定
し

た
供
給
﹄と﹃
洪
水
被
害
の
防
止
・
軽
減
﹄を


引
き
続
き
適
切
に
実
施
し
ま
す
﹂


INTERVIEW



水資源機構特集～利水事業編～

　寄稿　　これまでの導水・用水事業

耐震補強や改築などを適宜展開

（１１） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　３月２１日　（木曜日）

群馬用水　赤榛分水工豊川用水初立池

香川用水

　水資源機構は、年５月に、前身の水資源開発
公団の設立から通算して年を迎えました。年
５月の水資源開発公団の発足以降、年月に愛
知用水公団との統合、年月の独立行政法人水
資源機構への移行を経て現在に至るまで、水資源開
発水系として指定されている７水系（利根川、荒川、
豊川、木曽川、淀川、吉野川および筑後川）におい
てダム、水路、湖沼開発施設等施設（ダム等お
よび水路総延長約㎞）を完成させました。この
間、わが国の社会経済を支える重要なインフラとし
て、水の安定供給と洪水被害の軽減・防止という重
要な使命を果たすことにより、わが国の国民生活の
安定、経済活動の発展に寄与してきました。

１．新規開発

　年に公団が設立されて以来、高度経済成長が
続く中、日本各地での水需要の急増に対応すべく、
公団は新規水源となるダム・広範な地域に多目的な
用水を供給する水路等の建設事業に着手し、次々に
完成させました。水路等事業においては、長大な開
水路の建設（～年）、大規模なパイプライン
の建設（～年）を実施し、７水系施設にお
いて水の安定供給を実現させました。

２．安定供給のための改築事業

　年代からは、新たな水需要のほか、施設の老
朽化に伴う用水施設の漏水、破損などの事故が多発
するなど、適正な水管理・維持管理に支障を来す状
況が見られ始めたため、水路機能の回復、用水の安
定供給、水利用の高度化および合理化を図ることな
どを目的とした二期事業や緊急改築事業等を実施す
るなど、時代の要請に応えた事業を展開しました。
（愛知用水二期事業、埼玉合口二期事業および香川
用水施設緊急改築事業等）

３．危機管理能力を高めるための事業

　年代以降、大規模地震対策事業に着手し、大
規模な地震の発生に対し、施設に必要な耐震性能を
確保するとともに、老朽化が顕著な施設の補修を行
い、将来にわたる安定通水を図る事業を実施してい
ます。（利根導水路大規模地震対策事業、豊川用水
二期事業および福岡導水施設地震対策事業等）
　年度には、地盤沈下の影響と老朽化の著しい
揚水機場および管水路の改修を行うことで用水の安

定供給を図り、農業生産性の維持および農業経営の
安定に資するため木曽川用水濃尾第二施設改築に着
手し、年度には、施設の地震対策・老朽化対策
および災害防止対策（クリーク法面保護）を行い、
農業用水の安定供給、並びに災害の未然防止のため
施設を改修することにより、施設の維持管理労力な
どの軽減を図るとともに、農業生産性の維持および
農業経営の安定に資するための筑後川下流用水総合
対策事業に着手しました。
　近年、気候変動に伴う極端な気象事象が頻発して
おり、また、近い将来の発生の切迫性が指摘されて
いる大規模地震に対し、水資源機構においてもこれ
らの危機に対する訓練や資機材の備蓄などを行い、
必要なときに支援を行うなど対策を強化していま
す。
　先般発生した年の能登半島地震では、１月５

日に水資源機構が保有している可搬式浄水装置（２
台）を石川県珠洲市に派遣・設置し、９日から生活
用水の給水を開始。水道法に基づく水質検査を経て
日から飲用としての給水を行っています。
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作業ヤード

吹き付けプラント 橋型クレーン

■工　事　名：豊川用水二期西部幹線併設水路御津工区工事
■発　注　者：独立行政法人水資源機構　豊川用水総合事業部　新城支所
■受　注　者：りんかい日産建設株式会社　名古屋支店
■工事場所：愛知県豊川市御津町金野砂田地内外～蒲郡市相楽町門成地内外
■工　　期：年７月日～年月日
■工事内容：水路トンネル延長，．ｍ、管水路一式、付帯工一式、仮設撤去工一式、原型復旧工一式、

機能回復工一式
※写真・断面図提供／りんかい日産建設　位置図は水資源機構資料から
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　豊川用水は、愛知県東南部の平野および渥美半島
一帯ならびに静岡県湖西市に農業用水、水道用水、
工業用水を安定的に供給することを目的として、
年から建設に着手し、年から管理を開始して
います。現在、この地方の農業、工業における今日
の発展の礎となっています。

　その後、老朽化施設の改築を目的とした豊川用水
施設緊急改築事業が年に始まり（年完成）、
国および愛知県で実施されていた豊川総合用水事業
を年に承継し（年完成）、また、同年には、
さらなる効果的な水利用と合理的な水管理を目指し
て豊川用水二期事業の建設工事に着手しました。豊
川用水二期事業は、豊川用水の安定的な通水と今後
発生の危険性が高まる大規模地震への対策として、
幹線水路の複線化（併設水路の新設）を行い、併設
水路へ通水を切り替え用水を供給することにより、
既設水路の老朽化対策および耐震対策を行うもので
す。
　豊川用水総合事業部では、関係者のご理解と協力
をいただき、事業を着実に進めてまいります。

豊川用水二期事業の状況と事業箇所


